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論文投稿案内

本誌の目的：

　日本ハイパーサーミア学会誌（以下，本誌）は

一般社団法人口本ハイパーサーミア学会（以下，

本学会）の公式学術雑誌でありt本誌の目的は物

理学，生物学，基礎　臨床医学，医用工学などの

分野におけるハイパーサーミアに関する原著論文、

短報，技術報告，症例報告，総説および編集委員

長への書簡を出版することであります．

　本誌は邦足または英文で記載された独創的研究

の原著論文，短報、技術報告，症例報告，総説お

よび編集委員長への書簡の投稿を受け付けます．

投稿される全ての原稿は高水準の興味深い内容で

あるべきであり，予備的なあるいは結論が暖昧な

原稿の投稿は避けて下さい．投稿原稿はいかなる

言語においても他誌にまだ掲載されていない内容

のものであり．また．他誌へ投稿中のものは避け

て下さい．英文の場合。総編集委員長の判断のも

とに英語が自国語である添削者に改訂を依頼する

こともあり，その費用は著者負担とします．

　本学会およびその他の関連機関からの通信事項

は邦文または英文，あるいはこれら両文により掲

載します．

投稿先：

　原稿はド記へe－mailで添付資料として投稿し

　て下さい．

　e－mai1：thermalnコed41　gmail．com

　日本ハイパーサーミア学会誌　編集委員長
　ヰプキい　　　　ニ　な
　ア」午膝一．’「ご

　〒263－8522　千葉県千葉rl∫稲毛区弥生町1－33

　千葉大学フロンティア医工学センター

　Tel．043－290－3328：Fax，043－290－3933

投稿原稿の形式：

　投稿原稿はWordファイルとして作成し，図

はPowerPointファイルとして作成して下さい．

原稿の形式は．1ページ目に工表題，2全著者名

（学位等の記載は不要）、豆所属機関名および所

在地tユキーワード（5語まで），豆ランニング

タイトル（40字まで）．6連絡先（Corresponding

authorの氏名，電話およびFax番号e－mailアド

レス）を記載し，2ページ目に要旨を記載し．そ

れ以降，緒言，材料と方法，結果，謝辞．引用文

献．表，図の説明および図と続けて下さい．

（1）原著論文

　原著論文は必ず独創的な研究結果を含むもので

あり．図表を含めて刊行後の紙面で10ページを

日安として下さい、原稿は以下の順で記述構成し

て下さい．

（2）短報，技術報告，症例報告

　短報は必ず独創的な研究結果を含み，速報性を

有するものとします．技術報告はハイパーサーミ

アに関わる新しい技術を報告するものとします、

症例報告は臨床根拠の蓄積となるものであり，速

報性を有するものとします．短報，技術報告また

は症例報告の原稿は．図表を含めて刊行後の紙面

で5ページを目安として下さい．

（3）総説，編集委員長への書簡

　総説および編集委員長への書簡についてはハイ

パーサーミアに関するものであれば内谷に制限は

設けません．但し，総説については刊行後の紙而

で10ページを〔安としてドさい．編集委員長へ

の書簡については，図表を含めて刊行後の紙面で

2ページを目安として下さい．

（4）学術紹介

　ハイパーサーミアに関する最先端の研究動向

（1～2年以内に発表された論文）を800～1200字

程度，和文で紹介する．自分の研究ではなく，世

界の動向を示す内容．図はなし，引用文献は5～

6編以内．必要に応じて用語解説をつける．

原稿の作成：

　原稿は現代かな遣いを用いた邦文または英文で

記載されたものとします．Wordファイルの設定
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はA4判，12ポイント，22行／ページでページ

設定されたものに限ります．原稿の余白は左右2．5

cm，上下3cmとします．ページ数は表題ページ

から始まって順に下余白に記載して下さい．表題

は簡潔にし，「～の研究」等の不必要な語句は

削除し、省略語句を使用しないで下さい．表題に

は索引用語として活用できるキーワードを含むよ

うに記述して下さい．40字以下のランニングタ

イトルを付けて下さい．化学物質の表記は

Intemational　Union　fbr　Pure　and　Applied　Chemistry

（IUPAC）の命名に従い，生化学的用語および酵素

名はlnternational　Union　of　Biochemistry（IUB）の

命名に従って下さい．商品名の使用は出来る限り

避け，但し，必要な場合は「“　”」（ダブルクォー

テーションマーク）で書き出し，初出時に括弧内

へ業者名および化学名を記載したものを付け加え

て下さい．化学構造式は一般的でない物質の場合

のみ記載して下さい．標識有機化合物の記載は

lUPACの規程に従って記載して下さい．度量衡

は原則としてSI単位で統一しますが，尚CGSあ

るいはMKs単位で記述することも許容されます．

温度は摂氏（己C）で記載して下さい．新しい単

位および記号は本文中で説明して下さい．単位の

省略を表すピリオドは省略し，複数形は使用しな

いでドさい．

　要旨には、研究課題，実験手法．本文中で重要

と思われる結果あるいは所見および結論を記述し

て下さい．要旨の長さは英文の場合300語以下，

邦文の場合1，000語以下で記述して下さい．

　緒言には．研究目的および研究に着手または企

画した理由を記述し，その研究分野における既発

表の諸業績に照らして記述して下さい．

　材料と方法は他研究室においてその実験を再現

するのに必要な事項を簡潔に記述して下さい．既

刊の方法論を用いた場合は，適切な文献を引用し

て下さい．新しい方法論および有意に修飾された

方法論については詳細に記述して下さい．化学物

質が特殊なものであり他の業者からは入手困難と

思われる場合には物質名，製造業者名および所在

地（都市名および国名）を記載して下さい．細胞，

動物および腫瘍の由来については必ず記載して下

さい．ヒト由来の材料を使用した実験については

the　Declaration　of　Helsinkiの主旨に準拠して遂行

されたものであること，動物実験については実験

動物取扱いガイドラインに準拠して遂行されたも

のであること，組換えDNA実験についてはその

研究が行われた国において規程したガイドライン

に準拠して遂行されたものであることに留意して

下さい．有害な物質および危険な手法が用いられ

ている場合にはその予防措置について記載して下

さい．

　結果は簡潔に記述して下さい．表および図は実

験結果を理解するのに必要不可欠なもののみに使

用して下さい．表および図の挿入位置を余白に指

示して下さい．表および図の説明は簡潔に記述し

て下さい．

　考察には，結果の解釈と既知の事象との関連に

ついて言及して下さい．緒言あるいは結果に記述

されている内容の重複は避けて下さい．

　結果および考察の複合形式は紙而の節約あるい

はそうすることによって結果の提示が改善される

場合に限って許容されます．

　謝辞には公的な研究助成について優先的に記載

し、他の技術的補助等に対する訪括辛も記載して構

いません．

　引用文献は本文中の引用順に番号を付け，本文

中の引用箇所に，Dまたは1＞5｝（上付片括弧）の

書式で記載して下さい．著者は引用文献を正確に

選定し，記載して下さい．引用文献のリストは番

号順に配列し，下記のように記載して下さい．

DTakahashi　A．，　Mori　E．．　Ohnishi　T．：

　　Phospho－Nbsl　and　Mrellproteins　which

　　recognize　DSBs　co－localize　with　γ　H2AX　in

　　the　nucleus　after　heat　treatment．　Ann　Cancer

　　Res　Ther．15：50－53．2007．

2）Tamamoto　T．，　Takahashi　A．，　Ohnishi　K．，　Olmishi

　　T．：Heat－induced　growth　inhibition　and

　　apoptosis　in　transplanted　human　tongue

　　carcinomas　with　di　ffe　rent」p53　gene．“Advances

　　in　Hyperthermic　Oncology　2000”．　Ed．　R．
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　　Tanaka，　Kosoku　Printing　Co．　Ltd．，　pp．63－67，

　　2000．

3）高橋昭久：温熱による分子損傷．°‘ハイパー

　　サーミアーがん温熱療法ガイドブックー一　t－．

　　編集．日本ハイパーサーミア学会，毎日健康

　　サロン、pp．126－127，2008．

　引用文献が邦文，英文，仏文あるいは独文で記

載されている場合は表題等を原文のまま記載し．

その他の言語で記載されている場合は英訳を記載

し，オリジナルの言語を（Russian）の様に括弧

内へ英文で明記して下さい．省略語は全て

ISO833およびChemical　Abstractsの表記に従っ

て下さい．投稿中あるいは準備中の論文について

は，引用の許可を得られたものに限って「（未発

表データ）」または「（私信）」として本文中に引

用して下さい．

　表の順序は，Table　I，　Table　IIのようにローマ

数字で表記して下さい．表の表題とは別に説明文

が必要な場合は表の直下に記述し，説明文が複数

の場合は＊1，＊2と通し番号を上付きで付して下さい．

全ての数値について適当な欄に単位を明記して下

さい．但し係数等単位のないものについてはこの

限りではありません．

　図は本文中に適切に記述できない実験結果およ

び方法についてのみ描画し，順序はFig．1，　Fig．

2のようにアラビア数字で表記して下さい．図お

よび写真は編集局側で本誌掲載に適した大きさに

縮小あるいは修正する場合があります．線描画お

よびグラフはコンピュータで作成して下さい．グ

ラフは全て写真印刷しますので手書きのグラフは

受け付けません．記号文字，数字等は縮小後に

も明確に識別できる十分な大きさであることに留

意して下さい．写真はコントラストに留意して下

さい．カラー印刷の実費は著者負担とします．

　受領された原稿は査読に先立ち．内容が本誌の

範疇に適するかおよび原稿形態が投稿規定に即し

ているかを判断されます．これらの条件を満たし

ている場合，編集局にて原稿内容に適した査読者

を選出し，原稿の査読を依頼します．原稿は査読

の結果に基づき，投稿原稿のままで採択，一部小

修正後に採択，大幅な改訂後に再査読あるいは却

下されます．一部小修正または再査読の場合，原

稿は査読者からの意見書と共に著者へ返却されま

す．著者は査読者の意見に従って改訂した箇所

（ページおよび行）または査読者の意見に対する

科学的根拠および実験結果に基づいた反論を明記

して応対して下さい．小修正または改訂後の再投

稿に際しては投稿案内に記載された原稿形態を整

えて下さい．30日以内に再投稿された原稿が査

読者の要求を満たしている場合は，自動的に採択

されます．科学的根拠に基づいた反論等を含む場

合は新たな投稿と見なし，再査読を行います．

校正：本誌は著者に最終校正を依頼します．校正

時に新規の文章，表または図を挿入することは認

めません．印刷所の過誤以外の修正は出来る限り

避けて下さい．編集局が記載した質問については

全て返答して下さい．

別刷りの注文票：校正刷りと共に注文票を郵送し

ます．注文票に数量等を記載の上，校正刷りと共

に返送して下さい．

著作権：本誌掲載論文の著作権は本学会が保有し

ます．なお，その論文の著作者本人が非営利目的

で，J－STAGEで公開されている電子ファイルを

コピーしたものをインターネット上で公開する

ことを認めます．但し．電子ジャーナルまたは本

学会のWebサイトh廿p：／／www．jsho．jp／へのリンク，

権利表示および出典表示を明記下さい．この許諾

条件の範囲内であれば手続きは必要ありません．

利益相反：投稿時に，共著者を含めた全著者の当

該論文に関した利益相反状態を明らかにしなけれ

ばいけません．規定された利益相反状態がない

場合は，同部分に．「著者に利益相反状態は認め

られなかった（The　authors　declare　no　conflicts　of

interest．）」旨の文言を入れて下さい．投稿時に明

らかにする利益相反状態については，本学会の倫

理および利益相反指針4で申告すべき事項で定め

られたものを自己申告して下さい．各々の開示す

べき事項について，自己申告が必要な金額などは

細則第1条，第2項，第1号で規定されたものと

同一として下さい（学会HP参照）．開示が必要
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であるのは論文投稿日の3年前から投稿日までの

ものとします．なお論文がreviseとなった場合は，

投稿Hの3年前から最終版の論文を送付した日ま

でに発生した事項について，自己申告書を訂正し

て提出して下さいt著者が開示する義務のある利

益相反状態は，投稿内容に関連する企業・組織や

団体に関わるものに限定します．指針違反者は掲

載禁止とします．

掲載済み論文の訂正・撤回：掲載済み論文の訂

正・撤回を希望する場合は，論文投稿時の代表著

者が著者全員の同意書ならびに訂正理由書または

撤回理由書を編集委員長に提出する．

　訂正あるいは撤回の最終判断は編集委員長が決

定する．論文が訂正・撤回された場合，直近で刊行

される学会誌上に書誌事項と理由書を掲載する．

参考：

23巻3号～最新号はhttp：〃wwwjstagejst．go　．j　p，／

browse／thermalmed／から，

1巻～23巻2号はhttp：／／www．jstagejst．go．jp／

browse／thermalmedicine／から、

閲覧可能です．

（137）

Presented by Medical*Online




